
氏名 渡辺　晃宏

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・卒論指導

【学内活動】
（学内職歴を含む）

・美術部顧問

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

・文化庁文化審議会文化財分科会第一専門調査会専門委員
・福岡市史編集委員会古代専門部会委員
・高知県南国市教育委員会土佐国分寺跡調査指導委員会委員
・木簡学会委員（副会長）
・京都橘大学非常勤講師（後期）
・独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所客員研究員
・法隆寺史編纂委員
・石山寺文化財綜合調査団団員

東京大学大学院人文科学研究科国史学専門課程博士課程単位取得退学

文学修士

日本古代史

最終学歴

【研究上の特記事項】

・2020年11月　第25回奈良新聞文化賞を受賞
・日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ａ）「平城宮・京跡出土木簡とその歴史環境のグ
ローバル資源化」（2018年度―2021年度）の研究代表者
・日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｓ）木簡等の研究資源オープンデータ化を通じた
参加誘発型研究スキーム確立による知の展開」（2018年度―2022年度）の研究分担者（研究代表
者：奈良文化財研究所・馬場基）

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

木簡学会

日本古代律令制と出土文字資料研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文献史学（日本史）特殊講義Ａ（一）
・文献史学（日本史）特殊講義Ａ（二）

授業科目

学部担当科目

・史学研究法
・史料研究Ⅰ(二)
・日本史基礎講義Ⅰ
・史料講読Ⅰ(一)・日本史講読Ⅰ(一)
・史料講読Ⅱ(一)・日本史講読Ⅰ(一)
・日本史講読Ⅱ(一)
・日本史演習Ⅰ(一)・Ⅱ(一)
・日本史演習Ⅰ(二)・Ⅱ(二)



単著

単著

単著

講演

講演

平城宮いざない館

レキシル徳島（徳島県
立埋蔵文化財センター

2020年11月1日（日）

2021年2月28日（日）

新泉社2020年4月

広瀬和雄・山中章・吉
川真司編『講座畿内の
考古学第Ⅲ巻　王宮と
王都』（雄山閣出版）

『奈良史学』第36号

2020年11月

2021年2月

今後の調査研究の指針となるべく、平
城宮跡の最近の調査成果と未解明事
項を解説。

天聖令の発見によって明らかになった
唐倉庫令の排列を参考に、日本の倉庫
令の復元研究の現状を整理。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①『日本古代国家建設の舞台
平城宮』

①「平城宮―課題と展望―」

②「倉庫令復元研究覚書」

②

③

④

「元明天皇展」に因んで、元明天皇とそ
の時代について、相原嘉之准教授、龍
谷大学の杉山洋教授と対談。

徳島県観音寺遺跡出土木簡を中心
に、木簡から古代阿波国の実態を解
明。

④

特別史跡・世界遺産平城宮跡の概要
を、発掘調査成果と文献資料により、多
数の挿図を用いてわかりやすく概説。

③

（学会発表）

①「元明天皇の時代―飛鳥×
平城オンライン対談―」

③

（その他）

②「木簡からみた阿波国の古
代」（第2回アワコウコ楽公開講
座 講演会）

④

②

①

③

④


